
川井浄水場再整備事業の進捗状況について 

 

１ 経緯 

本事業は平成 21 年に着手し進めてまいりましたが、26 年４月に日本 大規模の膜ろ過方式

の浄水場として稼働しますので、その進捗状況について報告します。 

 

２ 事業概要 

川井浄水場は明治 34 年に創設されたもので、昭和 38 年に現在稼動中の主要施設を築造しま

した。稼働後約 50 年を経て、老朽化と耐震性に課題があることから、市内浄水場の統廃合をあ

わせて行い道志川の水を全量処理する規模に拡大して更新工事を行っています。 

 

  

項     目 内     容 

ＰＦＩ事業者（特別目的会社） ウォーターネクスト横浜株式会社 

ＰＦＩ事業費 約 276 億円（税込） 

事業期間 平成 21 年 ４月１日～平成 46 年３月 31 日【25 年間】

 

 

 

施設整備期間【第 1 段階】建設 平成 21 年 ４月１日～平成 26 年３月 31 日【５年間】

〃   【第 2 段階】既設の撤去 平成 26 年 ４月１日～平成 27 年３月 31 日【１年間】

運転・維持管理期間 平成 26 年 ４月１日～平成 46 年３月 31 日【20 年間】

浄水処理方式 膜ろ過方式（セラミック膜） 

所在地 旭区上川井町 2555 番地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 施工状況 

配水池築造、膜ろ過装置などの機器据付、太陽光パネルの設置などの稼働に必要な工事はほ

ぼ終了 

（11 月末進捗率 93.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

膜ろ過装置（膜ろ過棟１階） 太陽光パネル 336kW（配水池屋上） 

浄水場全景（平成 25 年９月現在 再整備範囲を南側から撮影） 
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水道・交通委員会資料 

平成 25 年 12 月 10 日 
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１ 準備・設計

２ 撤去工事

３ 土木建築工事

　 躯体工事

　 配管工事

４ プラント設備工事

  機器据付・電気工事

　太陽光パネル設置

　プラント試運転

　習熟運転

５ そ の 他

　配水池・管路洗浄

　完成検査・引渡し

　啓発設備の据付

  供用開始

　既設浄水場停止
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現浄水場撤去

20年間維持管理

段階的に切替え

（配管付替）

※    部分は、26 年度撤去予定施設 

黄枠内：川井浄水場敷地全体(70,000 ㎡) 
緑枠内：再整備事業範囲(31,000 ㎡) 

新配水池 有効容量：30,000 ㎥ 

浄水処理能力：新 172,800 ㎥/日 
       （現 106,400 ㎥/日） 

保土ヶ谷バイパス 

現稼働エリア 
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(排泥池) 

(沈殿池) (ろ過池) 



 

４ 新施設への切替 

26 年 3 月 31 日に水道局へ新施設の所有権が移管され、４月１日から新施設は稼働します。

そして、安全、確実に切替えを実施していきます。 

 

浄水処理能力の増加に伴い、給水区域も拡大します。 

現在の給水区域：青葉区、都筑区、緑区、瀬谷区、旭区方面 

拡大する給水区域：港北区、神奈川区、保土ケ谷区、泉区、戸塚区方面 

給 水 戸 数：現在の約 19 万戸から約 31 万戸に拡大 

※ 川井浄水場から給水される水は主に道志川系統の水ですが、神奈川県内広域水道企業団、 

小雀浄水場の水も入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 現施設から新施設への切替えは、4 月 1 日の新施設の稼働にあわせて開始しますが、安定

給水の確認を行いながら浄水場内の各送水管を切り替えるため、２週間程度かけて段階

的に行います。 

※給水区域の切替えは、濁水などに注意するため、エリアを細分化して夜間作業により、 

３か月程度かけて徐々に拡大していきます。 

 

 

５ 新施設の愛称 

  ９月に愛称を公募し、47 件の応募があり、次のとおり決定しました。（12 月 10 日記者発表） 

 

  「川井浄水場 セラロッカ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 新施設完成記念式典 

常任委員会の皆様をはじめ、道志村や関係機関の代表の皆様、地元代表の皆様などをお招き

し、26 年２月中旬に記念式典を開催します。 

    なお、一般の見学は、５月の連休明けからお受けする予定です。 

 

 

 

 

【参考】 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の膜ろ過浄水場の規模ランキング 

 都道府県名 施  設  名 事業体 
計画給水量 

(㎥/日) 

☆ 神奈川県 川井浄水場 横浜市 172,800

1 鳥取県 江山浄水場 鳥取市 80,000

2 福井県 日野川地区水道管理事務所 福井県 51,900

3 長崎県 佐世保市北部浄水場（仮称） 佐世保市 50,600

4 東京都 砧浄水場 東京都 43,956

5 東京都 砧下浄水所 東京都 43,956

※ 公益財団法人水道技術研究センターWeb ページ 膜ろ過施設一覧表（24 年８月調査）より

※ 海水淡水化浄水場を除く 

応募者：旭区在住の方 
応募者の思い：「横浜の水は世界一おいしい！」と浜っ子の私は誇りに思っていました。

       これから先 100 年以上も世界に誇れる安心でおいしい水である様に願

っています。日本の高い技術力を世界に示すためにも、セラミック
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を融合させた名前にしました。 
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膜処理

川井浄水場給水区域図

現川井浄水場の給水区域

新川井浄水場運用後の拡大区域

（青葉区・都筑区・緑区・瀬谷区・旭区方面）

（港北区・神奈川区・保土ケ谷区

・泉区・戸塚区方面）
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